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研究キーワード 緑内障、前房隅角、視神経、続発緑内障

研 究 内 容 落屑緑内障の病態と疾患感受性遺伝子多施設研究　
　落屑症候群に関連する遺伝子としてlysyl oxidase like-1 protein (LOXL1)遺伝子異常が報告さ
れているが、人種によってリスクアレルに差が見られる。本研究では落屑症候群の原因遺伝子およ
び遺伝子座をゲノムワイド関連解析(GWAS; genome-wide association study)法を用いてコホー
ト研究にて決定する研究を行い、LOXL1異常の人種差のメカニズムも明らかにされた。また新たな
疾患感受性遺伝子を発見し、これらの結果は医学のトップジャーナルに掲載された。
緑内障の疫学調査（久山町疫学研究）
　福岡県久山町で行われているコホート疫学調査の久山町研究は開始されて60年になる。眼科検診
は1998年から開始しており20年以上が経過した。緑内障検診は2017年に初めて九州大学、秋田大
学、大分大学の協力で行った。緑内障有病率は7.6%であり、病型別では原発開放隅角緑内障5.8%、
原発閉塞隅角緑内障0.7%、続発緑内障1.1%であった。多治見スタデイと比較して高齢化率の上昇
に比例して本邦の緑内障有病率が上がっていることを示した。
続発緑内障の原因となるウイルス眼感染症の起炎菌を同定するための網羅的PCR検査
　前房水や硝子体などの眼科微量検体から多項目の眼感染症主要病原微生物を網羅的に検出できる
眼感染症網羅的PCR検査の先進医療を開始し、保険収載を目指して全国の多施設研究を取りまとめ
ている。マルチプレックス・リアルタイムPCRキット「Direct Strip PCR」は東京医科歯科大学、
理化学研究所、大分大学で共同開発し、サイトメガロウイルス角膜内皮炎などのウイルス性続発緑
内障の診断に貢献している。
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学会関係: 日本眼科学会評議員、日本緑内障学会理事、第89回九州眼科学会会長（2019年5月31日
～6月2日）、第31回日本緑内障学会会長（2020年10月2日～4日ライブ、11月5日～30日オンデ
マンド配信）、第76回日本臨床眼科学会（2022年10月13日～16日）特別講演予定
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